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 NTTコミュニケーションズ株式会社
（エバンジェリスト、Smart Data Platformの広報・企画）

 国際大学GLOCOM客員研究員
 総務省 AIネットワーク社会推進会議影響評価分科会構成員(2016-2018)
 経済産業省データ流通及びデータプラットフォームのグローバル化に

関する研究会招聘委員(2018)
 ニッポンクラウドWG サムライクラウドサポーター
 ITmediaオルタナティブ・ブログ『ビジネス2.0』（毎日4,600日超／12年）
 ツイッターアカウント @masayukihayashi /  @cloud_1topi
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NTT Comの取り組みとSmart City
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インターネットのトラフィック情報の開示
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OCN 平日トラフィック OCN 土日トラフィック

https://www.ntt.com/about-us/covid-19/traffic.html
（2020年5月26日公開版）
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2012年度 2018年度 2024年度

NTT Comの事業構造の変化
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電話/個人向けOCN クラウド基盤/アプリケーション&コンテンツ/
ソリューション/マネージドセキュリティ その他
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Smart Data Platformの提供を通じて
お客さまのDXに貢献し、

ともにSmar t Worldの実現を目指すパートナーに
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Apps on
SDPF

Smart
Data
Platform

Smart Data Platform

Copyright © NTT Communications Corporation. All Rights Reserved.

統合 分析 デバイス管理 セキュリティ

蓄積

収集/交換

Managed & Security
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Smart World

スマートワーク
スタイル推進室

スマートシティ
推進室

スマート
エデュケーション推進室

スマート
ヘルスケア推進室

スマート
ファクトリー推進室

Smart World実現に向けた推進室を設置（2019.10)
データを利活用したデジタルトランスフォーメーション(DX)を推進し、社会的課題の解決を通じた「Smart World」を実現
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Smart World推進の取り組み
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Smart 
World

Smart Data Platform
DX実現を支援するデータ利活用の基盤＋運用／セキュリティ

Smart Workstyle
自社の取組み事例をショーケースとし、
生産性向上のみならず、社内コミュニケー
ションの活性化等、お客様の働き方改革を
支援

Smart Education
個々の成長に応じたテーラーメイド型の
教育サービス（アダプティブラーニング）を
提供

Smart City
都市に関わる人やモノの情報を集積・分析
し、省エネルギー化や防犯をサポート
安心・安全、サスティナブルな都市の実現を
支援

Smart Healthcare
遠隔診断や遠隔服薬指導など、
今後のヘルスケア事業を支える高セキュリ
ティなヘルスケア基盤を提供

Smart Factory
デジタルツインの実現による、製造物の
トレーサビリティや需給をマッチングする
しくみを提供

Smart Customer Experience
VtoCエンジンや自然言語解析AI等を活用し
、多様な顧客接点の高度化を実現

Smart Mobility
5GやマイクロDC等の活用により、低遅延
／高信頼性のエッジコンピューティング環
境を実現
自動制御／運転技術をご支援

and more Smart X...
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街づくりにおけるICTサービスの変遷
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・秋葉原UDX
・白金タワー
・某テーマパーク など

インフラレイヤ

・東京ミッドタウン
・LUCUA osaka
・東京スカイツリータウン
・柏の葉スマートシティ など

IP化によるICT設備の
ネットワーク統合

東京ミッドタウン （’07）

柏の葉スマートシティ（’14）

大手町プレイス（’18） 新国立競技場（’19）

晴海選手村
2020

東京スカイツリータウン（’12）

2020年

ICTの進化に伴いインフラレイヤから高度利用へ
 情報設備のIP化に伴い、ICT設備のネットワーク統合⇒統合ネットワークの実績拡大
 統合によるICT設備の相互連携とICTが街の付加価値サービスへと進化
 街のデータの収集＋分析＋活用通じて、さらなる高度利用と街の付加価値の最大化へ

ICTの高度利用の始まり

・大手町プレイス
・某市 新市庁舎
・晴海選手村
など

晴海選手村（’19）
~2006

2007~2017

2018~2019

2020~
ICTの高度利用の本格化

デジタルツインコンピューティングの活用
による街の付加価値を最大化

202X年

スマートシティサービスをプラットフォームで提供
エネルギー、セキュリティ

パーソナライズ、ダイバーシティ
の4つコンセプトによるサービスを提供

AI、IoT、センサー、クラウドを利用し
エネルギーマネジメント、画像解析

人流分析を提供

弱電設備として、配線、LAN、
PBX、入退室を個別構築

統合ネットワーク上でデジタルサイネージ
セキュリティカメラ、IP電話、Wi-Fi、エネル

ギーマネジメント などを提供
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Smart Cityのコンセプト
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メガ
トレンド

社会
課題

人口増加/
エネルギー消費増加

資源枯渇/
環境汚染

国内少子高齢化/
インバウンド増加

バリアフリー環境整備に
対する需要高まり

災害の脅威/
犯罪の進化

災害や犯罪の脅威

インバウンド増加/
ミレニアル世代の到来

マス向けでは充足できない価値
観・ニーズの多様化

…

…

目指す街の姿
「デジタルツイン」を活用した「人々が幸せになれる街」

安心・安全で
セキュリティが強靭な街

省エネルギーで
地球環境にやさしい街

個々人が楽しめる
パーソナライズされた街

ダイバーシティを受け入れた様々
な人にやさしい街

直近の
注力領域

社会課題の解決に寄与する取組みが不可欠

ゼネコンデベロッパー NTT Com×その他領域各国/行政

各プレイヤーが街づくりの社会課題解決に向けたアプローチを検討・実施

データ集約・活用

「全ての人が」「持続的に」「安心で満ち足りて」「自分らしく」生活できる街
具体的な
定義

ICTで社会改題を解決

NTT Com × Smart City

City（街づくり）NTT Comの強み（ICTのプロフェッショナル）



Copyright © NTT Communications Corporation. All rights reserved. 12

Smart Cityとデジタルツイン
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建物・BIM

モノ・コト

コミュニティ
ヒト

コミュニティ

モノ・コト

街

ヒト・アバター
バーチャルな街

Security

Personal

Energy

Diversity

・位置
・行動
・属性
・趣味
・購買
・￥、＄
など

• リアルな街のデータを活用した、バーチャル
な街（デジタルツイン）が構築される

• バーチャルな街で、人/モノ・コト/街/コミュ
ニティがつながる

未来のSmart City

• バーチャルな街を構築し、人/コミュニティ・
組織/モノ・コト/街をつなぐ新しいインフラ・
サービスを提供

• 街づくり(Smart City)を通して社会課題
解決に貢献し、人が幸せになれる街を実現

NTT Comの役割

・・・
ヒト

建物

モノ・コト

コミュニティ

リアルな街
interaction

ヒト
建物

モノ・コト

コミュニティ
ヒト

建物

モノ・コト

コミュニティ

・・・

interaction interaction

Smart Data Platform
～ ヒト・モノのデジタルツインの生成・保持 ～

Digital Twin Computing

リアルな街 リアルな街

• バーチャル空間上でモノ・ヒト等が自由自在に繋がり合い、社会課題の解決や革新的サービスの創出を実現
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Smart Cityを支えるデータプラットフォーム
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GUTP官民連携

NTTCom
NTTグループ

具体案件 他社
プラット
フォーム

・・・

他社
プラット
フォーム

Aビル

Dスタジアム

C施設

…

Bエリア

各ビル/設備
データ

他社ビル/設備
データ(匿名化)

人流/購買データ
(匿名化)

...

NTTグループ都市開発案件
Aビル Cビル Eエリア

Bエリア Dエリア

…

各ビル/設備
データ

人流/購買データ

...

各ビル/設備
データ(匿名化)

人流/購買データ
(匿名化)

...

Smart
Factory

NTT
グループ
各社

Smart
Mobility

Smart
・・・

NTTグループ
各種データ

外部連携
Smart World Platform

NTTグループ内外での価値連鎖を創出

...

• NTTが独自に保有するデータも含めたさまざまな情報を各社が利活用できるプラットフォームを創出することを目指す

セキュアな環境で社内外のデータを集約・蓄積・加工し、情報を相互に利活用

官民連携 業界連携
官民連携プラットフォーム等
官公庁の指針に準拠

GUTP等大学やゼネコン等
外部団体の指針に準拠



Copyright © NTT Communications Corporation. All rights reserved. 14

Smart City Platformのイメージ
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他の街データ
(BIMなど)

他Smart PJと連携

Healthcare

Education

Workstyle

Factory

Mobility

・・
・API-

GW

メーターカメラ センサー スマホ
(アプリ)ロボット ドローン ウェアラブル

デバイスサイネージ

• 顔
• 属性(年齢/性別/人種)
• 人数/人の動き
• 不審者/不審物
• 位置情報

• 地図情報
• 街区情報
• Web/SNS情報
• 決済
• 交通

• 環境
• 天候
• エネルギー消費

デバイス

収集データ

Smart Data Platform

データ管理サービス/機能
可視化 解析・分析 学習・最適化 属性情報の管理

データ利活用サービス/機能

データレイク(収集・格納)

予測効果測定 他分野データとの連携制御

標準(Smart City)サービス/機能
パーソナライズ
レコメンド
・配信

ダイバーシティ
ナビゲー
ション

エネルギー
エネルギー
負荷予測

セキュリティ

発報・追跡
・・・

マーケット
プレイス

街独自で
導入するサービ
ス/機能

統合IPネットワーク
他社PFと連携
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Smart CityLab（仮称）のコンセプト
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【GOAL】
サービス価値を体感

ビジネスチャンスを掴む
【TARGET】

自治体・関連団体
ディベロッパー・ゼネコン

パートナー

体感検証

Smart City Lab

パートナーと協働・検証

新たなサービス開発

検証の場であり、体感する場であり、協働の場

ライブオフィス

協働

ライブオフィスとは、自らが開発した製品を自ら利用し、
その様子を「ショールーム」として社外の人たちに展示する
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Factory City Education Healthcare Workstyle Mobility Customer  
Experience
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Smart City Platformを共同で構築
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https://www.ntt.co.jp/news2020/2003/200324b.html

まちづくり・都市機能の連携・高度化の社会基盤
進化し続けるプラットフォーム
サービス・ネットワークやデバイスへのAPIを提供
他都市と連携、政府の都市OSアーキテクチャを参照

トヨタとNTTは、
「スマートシティプラットフォーム」を
共同で構築

先行ケースとして、静岡県裾野市東富士エ
リア（Woven City）などにて実装し、
その後連鎖的に他都市へ展開

出所：トヨタ報道発表 2020.1
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ラスベガス市のSmart City Initiative(2018年9月～）
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ラスベガス市のダウンタウ
ンに設置された多数のカメ
ラやセンサをネットワーク
化し、歩行者や交通パター
ンの情報を解析することで
事件の発生を検知し、犯罪
の防止につながるシステム
づくりをサポート
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Society 5.0実現に向けたデータ連携イメージ
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出所：第2回 「スーパーシティ」構想の実現に向けた有識者懇談会
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Society 5.0で求められる大規模データ流
通サービスプラットフォームでは、スケーラビ
リティ、エッジの活用、リアルタイム処理、セ
キュリティおよびガバナンス機能の提供などが
重要な要件
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（大規模）データ流通サービスプラットフォームへの対応
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データ利活用拡大には、必要な処理を、多くの企業が参加する共通サービスプラットフォームの形で提供することが重要に

出所：IDC Japan データ流通サービスプラットフォーム市場の展望に関する分析結果 2019.12
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クラウドのこれからの１０年
スマートシティなどを支えるデータドリブンのサービスプラットフォームとして
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「クラウド」のハイプ・サイクル（これまでの１０年）
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過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期

２０１０年

啓蒙活動期 生産性の安定期

２０１１年

２０１２年

２０１４年
２０１３年

２０１６年
２０１７年

２０１８年

２０１９年

10年後？

２０２０年？

２００９年
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世界のクラウド市場はCOVID-19で追い風に
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新型コロナウイルスによるマイナス影響はなく、新型コロナウイルスの影響はむしろ追い風に

出所：Synergy Research Group 2020.4.30
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国内のクラウド市場もCOVID-19で追い風に
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新型コロナウイルス感染症への対応や、さらに将
来を見越した『ニュー・ノーマル』などの議論に
よって、このギア・チェンジが加速する可能

出所：ガートナージャパン「日本におけるクラウド・コンピューティング
に関する最新の調査結果」2020.5.14

国内第3のプラットフォーム向けITサービス市場支出額、2019年～2024年

出所：IDC Japan 「国内第3のプラットフォーム向けITサービス市場予測」 2020.5.18

新型コロナウイルス感染症の影響による企業のビジネ
スモデルや従業員の働き方の変化は、2021年以降の
クラウド向けITサービス市場拡大の促進要因に
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しかし、日本はクラウド抵抗国

Copyright © NTT Communications Corporation. All Rights Reserved.

米国14%
英国等 11.5％
＜後続国（米国より3年以下遅れ）＞

中国7.8%
＜後進国（米国より4～7年遅れ）＞
年平均成長率は34.8％ 2023年に後続国に

日本 4.4%
＜抵抗国（米国より7年以上遅れ）＞
2019年の3.0％から2022年には4.4％に上昇
文化的バイアスや法規制等の障害が多い

出所：ガートナー 2019.12

2017～2022年のパブリッククラウドサービス支出の平均成長率（国別比較）

米国

中国

日本

後続国

後進国

抵抗国

16%

8%

20% 40% ※2020年のクラウドの割合
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既存システムの刷新／企業のデジタル化への対応
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既存システムへの対応

既存
システム

刷新
（縮小）

廃止

維持

クラウド

リフト＆
シフト

オンプレ

デジタル
クラウド

オンプレ

オンプレ

デジタル化への対応

付加価値創出
イノベーション

業務効率化

デジタル
トランスフォーメーション

クラウド
ネイティブ

リソース
シフト

データを活用した
新たな市場領域

2025年の
崖

業務改善
コスト削減

新たな
収益獲得

顧客エクスペリエンス向上
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データイネーブルメントによる価値創出からサービス化へ
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価値創出

効率化

社外社内

付加価値創出

社内の
効率化

社会課題解決
公益の価値創造

業界の
最適化

データガバナンス

データイネーブルメント

データ
保護

収益化／資本化

ITの効率／最適化 データ駆動型ビジネスビジネス変革 ビジネスのサービス化

データを
活用した
ビジネス
の 創 造



2020年度 事業戦略説明会

Copyright © NTT Communications Corporation. All Rights Reserved.

今後１０年は、レガシーとクラウドネイティブの共存
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時間

現在 クラウドマイグレーションのメインストリーム化

イノベーター／アーリーアダプター アーリーマジョリティ／レイトマジョリティ

リプレイスメント／効率化

データ駆動型／DX

モダナイゼーション

ク
ラ
ウ
ド
ネ
イ
テ
ィ
ブ

レ
ガ
シ
ー

ポイント：データベースの移行/変革

ポイント：サーバーワークロードのコンテナ化
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分散型クラウドへのシフト

Copyright © NTT Communications Corporation. All Rights Reserved.

分散型クラウドは、
パブリック・クラウド・サービスをさまざま
な場所に分散させ、サービスの提供者である
パブリック・クラウド・プロバイダーがその
オペレーション、ガバナンス、アップデート、
進化に関する責任を負う。

これは、大半のパブリック・クラウド・サー
ビスで採用されている一元化モデルからの大
幅な転換を意味し、クラウド・コンピュー
ティングの新時代をもたらす。

出所：ガートナー

Distributed(分散)は、
・ハイブリッドクラウド
・ハイパーアジャイルアプリケーション)
・DevOps/誰もが開発者
ワークロード/データの特性に合わせて多様なク
ラウド/配備モデルを選択するが、ハイブリッド
クラウド(統合運用管理)が前提
・Integration/Orchestration/Automation & 
Configuration Management
・クラウドネイティブが促進されるが、クラウド
マイグレーションにおける「サーバーワーク
ロードのコンテナ化」と「データベースの移行/
変革」に注意が必要

出所：IDC Japan
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クラウドのインテリジェント化と新たなアクセラレーター

Copyright © NTT Communications Corporation. All Rights Reserved.

クラウドは、
インテリジェント機能の実装、活用に最適な基盤
・拡張性/柔軟性の高いリソース
・データの活用に欠かせない管理/ガバナンスの具現化
・データセンターコアからエッジまで対応したアーキテクチャ
・インテリジェント機能を統合したサービスの付加価値化

クラウドは、
インテリジェント機能を活用した自動化を促進
・開発サイクル/運用の自動化、リソース/コストの最適化

出所：IDC Japan

AI Defined（Self Driving/Autonomous）サービスへの進展

国内アクセラレーテッドコンピューティング市場は、
研究機関向けの大型プロジェクトの有無に大きく影
響を受け、AI向けを中心に成長

特定用途向けの新たなアクセラレーターが、
クラウドサービスでの採用を経て市場拡大へ
アクセラレーテッドコンピューティングとは、GPUや、FPGA（Field-
Programmable Gate Array）や量子コンピュータなどのスーパーコンピュー
ティング環境
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マルチクラウドからオムニクラウドへ
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適材適所で複数のクラウドを使い分けるマルチクラウドから、提携や相互運用を
活用した「オムニクラウド」へシフトする

アプリケーションの移植性の高まりやデータ統合プラットフォームの接続の効率化に
よって、ベンダー間のクロスプラットフォームの提携が加速。ハイパースケーラーの
プラットフォームを基盤にしつつ、ニッチな事業者の差別化されたサービスや特定取
引条件を活用

出所：CRN 10 Emerging Cloud Computing Trends To Watch In 2020

オムニクラウドによる差別化／競争力の獲得へ

組み合わせ力（データ統合プラットフォーム等）
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コンピューティング・リソースの高度化と特殊化、およびデータ・スト
レージの増大によってエッジ機能が拡張されるにつれ、ほぼすべての業
界やユースケースにおいてエッジ・コンピューティングが重要になるだ
ろう。

ロボット、ドローン、自律走行車、オペレーション・システムなどの複
雑なエッジ・デバイスが、このシフトを加速させるだろう。

出所：ガートナー 2020年の戦略的テクノロジ・トレンドのトップ10
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2023年に5G&IoTの市場はコネクテッドカーが大きな市場に

Copyright © NTT Communications Corporation. All Rights Reserved.

5G IoTエンドポイント（全体）

350万 → 4,900万台

コネクテッドカー

39万 → 1,900万台

屋外監視カメラ

250万 → 1,570万台

２０２０年 ２０２３年
出所：ガートナー 5G IoT Endpoint Installed Base, Worldwide, 2020 and 2023 2019.10
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５Ｇ×ＭａａＳ

ユースケース ５Ｇとの適合性
高速・大容量 低遅延 同時多数接続 エッジ

遠隔監視・操作（映像データ） ◎ ◎ ○

ダイナミックマップ ◎ ◎ ◎
走行映像データ ◎ ◎ ○

走行センサ（プローブ）データ ○ ○ ○

機械学習データ ◎ ○ ○
災害用データ ○
娯楽用データ（映画等） ◎
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分散型×オムニ×インテリジェント×エンジ
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データ／アプリ統合・連携
分散・相互運用
サービスメッシュ

クラウドベースドＮＷ
クロスプラットフォーム 等ストレージ

SaaS（SFA） クラウドＡ クラウドＢ

ＥＲＰ データベース

オンプレミス
システム

ガバナンス／セキュリティ／オペレーションの一貫性

エッジ活用、スケーラビリティ、リアルタイム処理等
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将来のクラウド×ICTインフライメージ像
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WAN InternetVPN

エリア
ＮＷ

エッジサーバエッジサーバ エッジ AI コンピューティング
(エリア即応制御)

5G等

AI

AI

クラウド

AI

無線エリア

クラウド

スマート
マシン

AI

AI Defined MachineAI

クラウド（クラウド型ＡＩ）クラウド
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コグニティブ・ファウンデーション®とネットワーク3層モデル
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マルチドメイン、マルチレイヤ、マルチサービス・ベンダ環境における迅速なICTリソースの配備と構成の最適化、さら
には、完全自動化・自律化、そして自己進化することで、センターBが本来のビジネスに注力

https://www.rd.ntt/research/JN20200406_h.html



2020年度 事業戦略説明会

Copyright © NTT Communications Corporation. All Rights Reserved.

CFデータハブとデータセントリックアーキテクチャ
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NTT IOWN構想の実現に向けた技術開発ロードマップ 2020.4.16
https://www.ntt.co.jp/news2020/2004/200416a.html

CFデータハブは、広域に分散配備された複数のサーバーからなるデータ交換・共有インフラ
CFデータハブはブローカー機能や共有データ領域を提供し、多対多のノード間のデータ共有を効率的に実現
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クラウド、これからの１０年
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Intelligent 
Cloud

Self-Driving 
Cloud

Autonomous 
Cloud

AI Defined 
Cloud

Hybrid
Cloud

Multi
Cloud

Distributed
Cloud

Omni
Cloud

適材適所 分散と相互連携 自律化（プラットフォームへ）

バイモーダルＩＴ データ統合・連携
（コンテナ／サービスメッシュ等）

アクセラレーテッド
（機械学習/GPU/FPGA/量子等）

現
在

10
年
後
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ご静聴ありがとうございました
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